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随 想

はじめに

　日本末梢神経学会は、平成26年度に第25回

目の開催を迎えます。末梢神経研究会が、1990

年（平成２年）に初めて開催されてから、四半

世紀が経過しました。歴代の研究会・学会（第

１～ 11回末梢神経研究会の後、第12 ～ 24回末

梢神経学会と改称）の会長および理事・評議員

ならびに開催担当施設の方々の高い見識と努力

が積み重ねられました。平成10年代後半より、

特に出席者は増加し、学会は着実に発展してき

ました。近年では、末梢神経疾患についての臨

床・基礎・社会医学的な学際的検討・研究体制

が構築されつつあることを、本学会を通じて知

ることが可能となってきました。この報告で

は、末梢神経研究会の発足に至った経緯を記録

すると同時に末梢神経研究会の機関誌「末梢神

経」1990：１：57に記録された研究会結成の趣

意書と同紙の巻頭言、（「末梢神経」発刊にあ

たって、会長　祖父江逸郎）を紹介することを

目的としました。会員の一人一人の立場から、

この報告が温故知新の契機になることを願って

います。

末梢神経研究会の発足・研究会から学会への移

行・発展

　1987年（昭和62年）10月22 ～ 23日に、第７

回産業医科大学国際シンポジウム「職業性末梢

神経障害」が、土屋健三郎学長を会長として、

産業医科大学ラマツィーニ講堂（福岡県北九州

市八幡西区医生ケ丘1-1）で行われました。ご

存知の方々も多いと思いますが、ラマツィーニ

（Ramazzini, Ｂ; 1633－1714，は、イタリアの

医師で公衆衛生学と産業医学の先駆者）の銅像

が、土屋学長の発案でその講堂の入り口の左側

に建てられています。この国際シンポジウムは

開学（1978年）後、1981年から毎年、産業・職

業医学に関する特定のテーマのもとに、ラマ

ツィーニ講堂で行われていました。すなわち、

この国際シンポジウムは、初代学長の土屋健三

郎先生が、産業医科大学というきわめてユニー

クな大学の存在を、世界にアピールし、かつ大

学スタッフの更なる研鑽を促す産業医科大学の

重要な行事の一つでありました。

　1987年に土屋健三郎学長を中心とした第７回

国際シンポジウムのプログラム委員会で、特に、

「中毒性末梢神経障害」に力点を置いた「職業

性末梢神経障害」をテーマとして、プログラム

が組まれました。シンポジウムのプログラムの

内容を資料1-1, 2, 3に示しました。シンポジウ

ムは、K. TsuchiyaのOpening  Remarksに始ま

り、２日間にわたる22題の演題の発表と討論

が、指名された座長のもとで活発に行われまし

た。最後に、S. HernbergのOverview Remarks

で会を終えました。各Remarksと各演題の内容

は、Journal of University of Occupational and 

Environmental Health（J UOEH）; Supple

ment, 20th March 1988に報告論文として記載

されています。講演内容の概略は、ヒト水銀中

毒・鉛中毒の疫学的研究、トルエン曝露を受け

た作業者・n-hexane多発神経障害者の臨床疫学
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的 研 究、 ア ク リ ル ア ミ ド 中 毒・ 砒 素 中 毒・

n-hexane中毒の臨床例の検討、圧迫性・絞扼性

末梢神経障害および職業性鉛中毒による末梢性

神経障害の電気生理学的研究、職業性末梢神経

障害における電気生理学的検査法の臨床応用と

診断法、実験的鉛・有機水銀・アクリルアミ

ド・酸化エチレンによる末梢性神経障害の病理

学的研究、ヒト鉛中毒と動物の砒素中毒・有機

水銀中毒・有機燐中毒における末梢性神経障害

発症機序についての疫学的、臨床的、電気生理

学的、生化学的、組織培養学的な方法を用いた

多方面からの研究報告でした。このシンポジウ

ム直前に、メチル水銀中毒についての講演予定

の椿　忠雄先生が急逝され、欠席されたことは

大変残念でした。なお海外からの演者・座長は、

Peter J. Dyck （Neurologist & Neuropathologist, 

USA），Lawrence F. Fine（Epidemiologist, 

USA），Sven Hernberg（Epidemiologist & 

Neurotoxicologist, Finland），Austin J. Sumner 

（Neurologist & Neurophysiologist, USA），

John B. Cavanagh（Neuropathologist & 

Neurotoxicologist, United Kingdom） の ５ 名

（プログラム順）でした。

　シンポジウム終了後の会長招待のパーティー

で、祖父江逸郎、後藤幾生、米澤　猛、橋本和

夫、村井由之、祖父江 元、大西晃生らが、将

来、「中枢・末梢性神経疾患・障害などを対象

とし、より幅広い領域から検討する学際的な研

究会・学会を、日本で創立しては如何か」とい

う話題が浮上しました。また、荒記俊一先生か

ら産業医学領域からも是非参加したいとの要望

もありました。しかしながら、その際およびそ

の直後には、実際にどのような会を、どのよう

に立ち上げるかについては、具体的に検討・実

行されるに至りませんでした。その後、祖父江

逸郎を中心に、神経学会などの機会（1988 ～

1989）を通じ、古和久幸、西谷　裕、矢部　

裕、佐藤勤也、平澤泰介、桜井　実、橋本和

夫、竹内康浩、植村慶一、大西晃生らが連絡を

とりつつ、末梢神経研究会（当時の仮称）創立

の必要性とその意義を検討し設立に向けて準備

を進めました。その結果、「末梢神経疾患の内

科・外科的側面と社会・産業医学的側面に加

え、末梢神経に関する基礎神経科学的側面を含

む幅広い領域の会員による学際的な会の結成が

重要である」との認識に至りました。さらに、

会の活動を末梢神経疾患の治療、リハビリテー

ションおよびその予防の領域まで広げて、会の

活動と成果を患者のみならず末梢神経疾患を発

症するリスクのある方々にも応用出来ることが

重要視されました。

　当時、外科系では末梢神経に関する研究は、

主に日整会や日手会で発表されており、特に日

手会における末梢神経に関する発表演題数は極

めて多く、また、日手会に付属する形で「末梢

神経を語る会」が設立されて10年を超える歴史

がありました。別に末梢神経外科研究会を発足

させようか、などという意見もありましたが、

津山直一教授の「末梢神経を研究したい人が一

堂に会して討論するのは、良いことではないで

すか」の一言で末梢神経研究会創立・結成が決

まりました。

　産業医科大学での国際シンポジウム開催から

２年余り後の1990年（平成２年）１月、「末梢

神経研究会」の結成の提唱と関係各位のご参加

資料１−１　プログラムの表紙
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資料１−２　プログラム（page 1）
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とご協力をお願いする趣意書（資料２）が配布

されました。趣意書の発起人として、【神経内

科学】祖父江逸郎（代表発起人）、里吉営二郎、

豊倉康夫、中西孝雄、田代邦雄、萬年　徹、高

須俊明、古和久幸、高橋　昭、柳澤信夫、西谷 

裕、木村　淳、高橋和郎、後藤幾生、大西晃生、

【整形外科学】津山直一、矢部　裕、【小児科学】

福山幸夫、【糖尿病学】後藤由夫、【産業医学】

資料１−３　プログラム（page 2）
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資料２　趣意書（1990年）
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資料３　末梢神経１巻１号の巻頭言（1992年）
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荒記俊一、橋本和夫、竹内康浩、池田正之、村

井由之の方々が賛同されました。趣意書を踏ま

え て、 末 梢 神 経 研 究 会 会 則（ 末 梢 神 経 

1990：１：59－60）が作成されました。さらに

学際的な研究会にふさわしい末梢神経研究会役

員【会長、監事（内科系から各１名）；幹事９

名（基礎医学系１名、産業医学系１名、外科・

リハビリテーション医学系４名、内科学系３

名）；世話人124名（これに対して基礎医学系12

名、産業医学系５名、外科・リハビリテーショ

ン医学系30名、小児科学系４名、内科学系73

名、ただし前記の会長、監事を含む）】が選ば

れました（末梢神経　1990：１：58）。

　1990年９月１日（於名古屋）に、第１回末梢

神経研究会が祖父江逸郎会長のもとに開催され

ました。以後、毎年一回、８月下旬ないし９月

初旬に開催されることとなりました。なお、第

１回末梢神経研究会での発表演題内容は、1992

年（平成４年）７月１日発行（第２回末梢神経

研究会の翌年）の研究会機関誌（末梢神経；

Peripheral Nerve; ISSN 0917-6772）に記録され

ています。この巻頭言では、「末梢神経」発刊

にあたって、と題して、将来の飛躍的な末梢神

経疾患研究の発展を図り、末梢神経疾患の新し

い診断・治療・予防法の開発などを学際的・

multidisciplinaryに行うことが強調されました

（資料３）。

　第２回末梢神経研究会（1991年）は東京で、

古和久幸会長のもとに、第３回研究会（1992

年）は京都で、西谷　裕会長のもとに、第４回

研究会（1993年）は福岡で、村井由之会長のも

とに開催され、演題は神経内科学、整形外科

学、基礎神経科学、産業医学関連領域の演題な

どが発表されました。第５回研究会（1994年）

は東京で、矢部　裕会長のもとに、第６回研究

会（1995年）は京都で、平澤泰介会長のもとに

開催され、特に、第５，６回研究会以降、整形

外科領域からの末梢神経疾患の基礎的および臨

床的な研究の発表が増加し、神経内科医と整形

外科医との直接討論が頻繁に行われるようにな

りました。この後、ほぼ隔年で内科系（糖尿病

学、産業医学を含む）と外科系が会長を担当し

て、研究会を開催する原則がほぼ確立しまし

た。各研究会で、産業医学関連の講演または産

業医学講座の講演が重要視されているのは、前

記のような本会結成の最初の経緯を踏まえたこ

とによります。

　なお、2001年（平成13年）から、研究会は

発展的に学会へと組織替えすることになり、名

称も変更・改称されました。2000年後半に末梢

神経研究会事務局（産業医科大学神経内科内）

は、末梢神経学会事務局（名古屋大学大学院医

学研究科神経内科内）へと変更になりました。

終わりに

　本学会の発足の経緯から分かりますように、

本学会は末梢神経を研究対象とする多くの領域

による学際的な組織として運営されているユ

ニークな学会で、これまでにも多くの成果をあ

げてきました。今後さらなる発展が期待されて

おります。本会会員の活動が、特に末梢神経の

変性、修復、再生に関する研究に大きく寄与

し、その成果が末梢神経疾患・障害を病む方々

に、日々還元・応用されてゆくことを願ってお

ります。




